
　
　
　

は
じ
め
に

　

戦
前
日
本
の
東
洋
史
学
へ
の
批
判
的
省
察
が
行
わ
れ
て
久
し
い
。
こ
う
し
た
批

評
は
既
存
の
東
洋
史
学
の
あ
り
方
を
検
証
し
、
今
後
の
斯
界
の
進
む
べ
き
道
を
模

索
す
る
上
で
も
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
そ
れ
ら
研
究
の
反
省
を
ふ
ま
え
、

そ
れ
ら
が
内
包
す
る
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
（
旗
田

［
一
九
六
六
］、
五
井
［
一
九
七
六
］
な
ど
）。

　

一
方
、
こ
う
し
た
作
業
を
行
う
た
め
に
は
、
ま
ず
は
当
該
期
の
研
究
者
た
ち
が

当
時
の
い
か
な
る
社
会
的
課
題
を
ふ
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
目
的
の
下
、
い
か
な
る

研
究
を
お
こ
な
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
満
鉄
の
援
助
を
受
け
て
行
わ
れ
た
東

洋
史
学
者
た
ち
の
史
料
調
査
・
遺
跡
踏
査
の
一
端
な
ど
が
解
明
さ
れ
て
き
た
（
旗

田
［
一
九
六
六
］、中
見
［
一
九
九
二
］、酒
寄
［
二
〇
〇
一
］、塚
瀬
［
二
〇
一
一
］

な
ど
）。
筆
者
も
ま
た
こ
う
し
た
研
究
の
驥
尾
に
付
し
て
、
こ
れ
ま
で
満
鮮
史
・

朝
鮮
古
代
史
を
中
心
に
、
戦
前
・
戦
後
の
日
本
の
朝
鮮
史
学
・
満
鮮
史
学
の
実
態

に
つ
い
て
考
究
し
て
き
た
（
井
上
［
二
〇
一
〇
・
二
〇
一
三
］）。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
論
及
さ
れ
て
い
な
い
課
題
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
一
つ
が
戦

前
の
東
洋
史
学
者
た
ち
の
現
地
踏
査
や
時
代
的
要
請
に
も
と
づ
く
研
究
の
実
態
解

明
で
あ
る
。
関
野
貞
や
鳥
居
龍
蔵
な
ど
の
考
古
学
者
や
人
類
学
者
た
ち
の
踏
査
・

研
究
動
向
の
詳
細
な
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
に
比
し
て
⑴

、
東
洋
史
学

者
た
ち
の
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
⑵

。

　

こ
う
し
た
情
況
を
ふ
ま
え
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
国
立

公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

に
残
さ
れ
て
い
る
文
書
な
ど
を
手
が
か
り
と
し
て
、
白
鳥
庫
吉
の
満
洲
踏
査
と
そ

の
研
究
の
あ
り
方
の
一
端
を
解
明
し
て
き
た
（
井
上
［
二
〇
一
七
］）。
そ
の
過

程
で
池
内
宏
や
羽
田
亨
な
ど
の
満
洲
史
研
究
に
関
す
る
関
係
文
書
な
ど
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
近
年
、
こ
れ
ら
文
書
を
利
用
し
た
契
丹
史
研
究
の
歩
み
や
日

満
文
化
協
会
な
ど
に
関
す
る
研
究
も
あ
る
が
（
岡
村
［
一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇a

・

二
〇
〇
〇b

、
二
〇
〇
一
］、
古
松
［
二
〇
〇
五
］）、
管
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
以

外
に
い
ま
だ
そ
れ
ら
資
料
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、当
該
期
の
東
洋
史
研
究
、

満
洲
史
研
究
に
つ
い
て
論
及
し
た
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
文
書

は
、
戦
前
日
本
の
東
洋
史
研
究
、
と
り
わ
け
満
洲
史
研
究
の
実
態
を
把
握
す
る
上

で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
論
で
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ア
ジ
ア
歴

満
洲
国
と
満
洲
史
研
究

　
　
　
―
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
文
書
の
分
析
を
中
心
に
―

井
　
上
　
直
　
樹

一
五
七

満
洲
国
と
満
洲
史
研
究



史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
文
書
を
手
が
か
り
に
、
池
内
や
羽
田
ら
の
満
洲
史
研
究
の
具

体
的
実
状
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
戦
前
日
本
の
東
洋
史
研
究
の
批
判
的
考
察
の

端
緒
に
し
た
い
と
お
も
う
。

一　

満
洲
国
建
国
と
満
洲
史
研
究

　

戦
前
日
本
の
満
洲
史
研
究
は
、
日
露
戦
争
後
、
白
鳥
庫
吉
の
主
導
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
た
。
白
鳥
は
満
鉄
総
裁
で
あ
っ
た
後
藤
新
平
に
対
し
て
満
洲
史
研
究
の
重

要
性
を
訴
え
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
一
月
、
満
鉄
東
京
支

社
仮
事
務
所
（
旧
川
村
純
義
宅
の
一
部
）
に
白
鳥
を
主
任
と
す
る
満
鉄
の
歴
史
調

査
部
が
設
立
さ
れ
、
満
洲
史
研
究
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
⑶

。

白
鳥
は
同
部
員
で
あ
っ
た
稲
葉
君
山
・
松
井
等
・
箭
内
亙
、
さ
ら
に
後
に
加
入
し

た
池
内
宏
・
津
田
左
右
吉
・
瀬
野
馬
熊
ら
と
と
も
に
文
献
史
料
の
考
証
作
業
な
ど

を
ふ
ま
え
、『
満
洲
歴
史
地
理
（
上
・
下
）』（
丸
善
、
一
九
一
三
年
）
な
ど
を
刊

行
し
、
研
究
を
進
展
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
研
究
は
白
鳥
の
満
洲
史
研
究
へ
の
熱
意
と
満
鉄
総
裁
で
あ
っ

た
後
藤
の
科
学
的
研
究
に
も
と
づ
く
満
洲
経
営
策
と
が
合
致
し
た
結
果
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
も
満
鉄
総
裁
で
あ
っ
た
後
藤
の
個
人
的
な
支
援
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
後
藤
の
よ
う
な
理
解
者
が
満
鉄
か
ら
去
っ
て
い
く
と
、

徐
々
に
満
鉄
内
で
は
歴
史
調
査
に
対
す
る
理
解
も
な
く
な
っ
て
い
き
、
大
正
四

（
一
九
一
五
）
年
、
歴
史
調
査
部
は
廃
止
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
白
鳥
が
後
藤
に

談
判
し
て
設
立
し
た
歴
史
調
査
部
は
わ
ず
か
七
年
間
の
み
存
続
し
た
の
で
あ
っ

た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
白
鳥
は
研
究
の
継
続
を
満
鉄
に
訴
え
、
そ
の
結
果
、
満
鉄
も

「
事
業
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
遺
憾
」
と
考
え
、
研
究
調
査
事
業
は
東
京
帝
国
大

学
へ
委
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
研
究
事
業
も
継
続
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
白

鳥
［
一
九
三
三
］）。
こ
う
し
て
東
京
帝
国
大
学
で
満
鮮
史
研
究
が
継
続
さ
れ
、
そ

の
研
究
成
果
と
し
て
『
満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
』（
全
一
六
冊
、
一
九
一
五
―

一
九
四
一
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
満
洲
史
研
究
は
内
藤
湖
南
に
よ
っ
て
も
進
め
ら
れ
て
い
た
。
明
治
三
八

（
一
九
〇
五
）・
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
奉
天
を
訪
れ
、
清
朝
史
や
蒙
古
史
関
係

史
料
の
調
査
を
行
い
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
創
立
さ
れ
た
京
都
帝
国
大

学
教
授
と
な
っ
た
内
藤
は
、
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
、
同
大
学
の
羽
田
亨
ら
と

と
も
に
『
満
文
老
檔
』
な
ど
、「
奉
天
宮
城
内
の
貴
重
な
る
古
文
書
の
撮
影
」
を

行
う
な
ど
、満
洲
語
史
料
を
精
力
的
に
調
査
・
考
究
し
て
い
た（
外
山［
一
九
六
七
］、

内
藤
［
一
九
七
〇
・
一
九
七
二
］、
羽
田
［
一
九
七
五
］、
中
見
［
一
九
九
二
］、
名

和
［
二
〇
〇
二
］、
塚
瀬
［
二
〇
一
一
］）。
な
お
、
京
都
帝
国
大
学
で
は
矢
野
仁

一
に
よ
っ
て
も
満
洲
の
政
治
外
交
史
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
（
外

山
［
一
九
六
七
］、
塚
瀬
［
二
〇
一
一
］）。

　

こ
う
し
て
満
洲
史
研
究
は
、
日
露
戦
争
後
、
日
本
の
東
洋
史
に
お
い
て
「
急
撃

な
る
発
展
を
為
」
し
て
い
っ
た
が
（
和
田
［
一
九
三
二
］、
外
山
［
一
九
六
七
］、

塚
瀬
［
二
〇
一
一
］）、
そ
の
研
究
の
中
心
は
「
満
洲
史
と
い
ふ
よ
り
は
満
鮮
史
で

あ
つ
た
」と
考
え
ら
れ
て
い
た（
三
島［
一
九
三
六
］）。
当
該
期
の
満
洲
史
研
究
が
、

日
本
の
満
洲
・
朝
鮮
支
配
を
前
提
と
し
て
注
目
さ
れ
（
白
鳥
［
一
九
一
三
］）、
そ

れ
ら
研
究
の
中
心
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
っ
た
白
鳥
ら
の
研
究
成
果
で
あ
る
『
満

鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
』
に
も
「
満
鮮
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

よ
う
に
評
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
五
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



　

こ
う
し
た
な
か
、
さ
ら
な
る
満
洲
史
研
究
進
展
の
画
期
と
な
っ
た
の
が
、
満

洲
事
変
（
一
九
三
一
年
）・
満
洲
国
建
国
（
一
九
三
二
年
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
満
洲
史
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
満
洲
史
研
究
の
発
展
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
歴
史
学
研
究
会
［
一
九
三
五
］、
三
島
［
一
九
三
五
］、
羽

田
［
一
九
三
八
］、
外
山
［
一
九
六
七
］、
塚
瀬
［
二
〇
一
一
］）。
こ
の
よ
う
な
情

況
を
ふ
ま
え
て
『
歴
史
学
研
究
』（
五
―
二
、一
九
三
五
年
）
で
は
「
満
洲
史
特

集
号
」
が
編
ま
れ
、「
満
洲
史
参
考
文
献
目
録
」
が
付
さ
れ
る
と
と
も
に
、
満
洲

史
を
め
ぐ
る
研
究
成
果
及
び
そ
の
課
題
な
ど
が
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
加
え
て
満
洲
史
に
関
す
る
概
説
書
で
あ
る
有
高
巌
『
満
蒙
史
講
話
』（
南
満

洲
教
育
科
教
科
書
編
集
部
、
一
九
三
二
年
）、
大
原
利
武
『
概
説
満
洲
史
』（
近

澤
書
店
、
一
九
三
二
年
）、
南
満
洲
教
育
会
編
纂
『
満
洲
新
史
』（
満
洲
文
化
協

会
、
一
九
三
四
年
）、
及
川
儀
右
衛
門
『
満
洲
通
史
』（
博
文
館
、
一
九
三
五
年
）、

稲
葉
君
山
・
矢
野
仁
一
『
世
界
歴
史
大
系
一
一　

朝
鮮
・
満
洲
史
』（
平
凡
社
、

一
九
三
九
年
）、
稲
葉
君
山
『
満
洲
国
史
通
論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
〇
年
）

な
ど
も
次
々
と
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
満
洲
国
内
で
は
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
九
月
結
成
の
遼
東
学
会
が
、

満
洲
国
建
国
を
契
機
に
満
洲
学
会
と
改
称
し
、昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
か
ら
『
満

洲
学
報
』
を
刊
行
し
、
奉
天
（
瀋
陽
）
で
も
満
洲
史
学
会
が
結
成
さ
れ
、
昭
和

一
二
（
一
九
三
七
）
年
か
ら
『
満
洲
史
学
』
が
発
行
さ
れ
、
積
極
的
に
満
洲
史
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
一
〇
月
一
七
日
に
は
、
内
藤
湖
南
や
白
鳥
庫

吉
な
ど
日
本
の
研
究
者
と
満
洲
国
の
研
究
者
か
ら
な
る
日
満
文
化
協
会
が
設
立
さ

れ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
「
日
満
文
化
協
会
成
立
の
件
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ドC04011714900

・「
対
満
文
化
事
業
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド

B13081271200

（
以
下
、
特
に
こ
と
わ
り
が
な
い
限
り
す
べ
て
同
文
書
館
所
蔵
資
料
で
あ
る

た
め
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
は
省
略
す
る
））、
日
本
・
中
国
の
研
究
者
が
積
極
的

に
満
洲
史
研
究
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
⑷

。

　

日
本
の
外
務
省
文
化
事
業
部
で
も
「
満
蒙
ニ
対
シ
文
化
事
業
部
ノ
活
動
ヲ
要
望

ス
ル
請
願
書
等
多
数
ニ
上
リ
居
ル
事
実
」
を
ふ
ま
え
、「
対
満
文
化
事
業
計
画
」

を
立
案
し
、「
満
洲
国
立
文
化
研
究
院
設
立
援
助
」「
国
立
図
書
館
援
助
」「
博
物

館
援
助
」
な
ど
を
計
画
す
る
と
も
に
、
満
蒙
人
文
科
学
研
究
と
し
て
東
方
文
化

学
院
東
京
研
究
所
・
京
都
研
究
所
に
研
究
費
四
万
円
を
充
当
さ
せ
る
こ
と
に
し
た

の
で
あ
っ
た
（「
対
満
文
化
事
業
日
満
当
事
者
懇
談
会
ニ
関
ス
ル
件　

昭
和
七
年

一
一
月
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドB05015212100

）。

　

そ
し
て
、こ
の
事
業
を
審
査
し
助
成
を
決
定
す
る
た
め
に
昭
和
八
（
一
九
三
三
）

年
二
月
二
一
日
、「
朝
野
ノ
斯
界
権
威
者
ヲ
シ
テ
本
件
事
業
助
成
ノ
申
請
ヲ
審
議

セ
シ
メ
当
詮
議
ノ
参
考
ニ
資
」
す
る
よ
う
「
満
蒙
文
化
事
業
審
査
委
員
会
内
規
」

が
決
定
し
（「
対
満
文
化
事
業
審
査
委
員
会
内
規
制
定
委
員
委
嘱
ノ
件 

昭
和
七
年

九
月
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドB05015990400

）、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
四

月
一
一
日
に
「
満
蒙
文
化
事
業
審
査
委
員
会
」
と
し
て
組
織
化
さ
れ
、
貴
族
院
議

員
・
子
爵
・
岡
部
長
景
が
委
員
長
を
、
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
長
・
服
部
宇

之
吉
、
同
学
院
京
都
研
究
所
長
・
狩
野
直
喜
、
市
村
瓚
次
郎
・
白
鳥
庫
吉
・
山
田

三
良
・
内
藤
湖
南
・
濱
田
耕
作
・
小
西
重
直
が
評
議
員
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
っ
た
（「
対
満
文
化
事
業
審
査
委
員
会
内
規
制
定
委
員
委
嘱
ノ
件 

昭
和
七

年
九
月
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドB05015990400

）
⑸

。

　

一
方
、
こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
外
務
省
文
化
事
業
部
は
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究

一
五
九

満
洲
国
と
満
洲
史
研
究



所
長
の
服
部
宇
之
吉
に
、
満
蒙
文
化
研
究
に
つ
い
て
の
人
選
・
研
究
内
容
の
素
案

を
依
頼
し
て
お
り
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
七
月
一
五
日
に
は
、
服
部
か
ら
満

蒙
文
化
研
究
は
「（
一
）
歴
史
地
理
に
関
す
る
研
究
」（「
甲　

満
蒙
通
史
（
宋
代

に
至
る
迄
）
の
編
纂
」、「
乙　

元
明
清
時
代
に
於
け
る
満
蒙
歴
史
の
研
究
」、「
丙

歴
史
及
地
理
に
関
す
る
資
料
の
蒐
集
及
び
調
査
」）、「（
二
）
遺
物
遺
蹟
に
関
す
る

調
査
研
究
」、「（
三
）
土
俗
学
（
言
語
・
宗
教
を
含
む
）
に
関
す
る
調
査
研
究
」

の
研
究
を
行
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
（
図
一
）。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
具
体
的

な
研
究
事
業
が
立
案
さ
れ
、
昭
和
八
年
三
月
、
表
一
の
よ
う
な
研
究
事
業
が
申

請
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（「
対
満
文
化
事
業
ニ
関
ス
ル
高
裁　

昭
和
七
年
十
一
月
」

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドB05015212200
）。

　

こ
れ
を
受
け
て
昭
和
八

（
一
九
三
三
）
年
四
月
一
一

日
に
外
務
省
第
二
会
議
室

で
第
一
回
対
満
文
化
事
業

審
査
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
こ
で
は
東
方
文
化

東
京
・
京
都
研
究
所
長
が

ま
と
め
た
助
成
申
請
を
承

認
す
る
こ
と
、
研
究
継
続

年
限
を
三
年
と
し
、
そ
れ

以
上
の
場
合
は
改
め
て
詮

議
す
る
こ
と
な
ど
が
決
定

さ
れ
、
表
二
の
よ
う
な
研

究
事
業
が
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
な
お
、
表
一
に
は
見
え
な
い
が
、

こ
の
時
、
表
二
の
「
備
辺
司
謄
録
中

満
蒙
ニ
関
ス
ル
事
項
抜
萃
」
も
申
請

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
わ
ざ
わ
ざ
こ

の
会
議
で
、「
李
朝
実
録
ハ
備
辺
司

謄
録
（
京
城
帝
国
大
学
所
蔵
）
ト
密
接
ナ

ル
関
係
ア
ル
ヲ
以
テ
、
前
者
ノ
抄
録

事
業
ヲ
認
ム
ル
ト
共
ニ
、
後
者
ノ
抄

録
事
業
ヲ
モ
認
ム
ル
コ
ト
」（
井
上
：

適
宜
、
句
読
点
を
補
っ
た
、
以
下
、
同
様
）

が
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
ら
研
究
を
掌
る

池
内
宏
と
大
谷
勝
真
の
協
議
が
必
要

と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
池

内
と
内
藤
・
羽
田
の
契
丹
民
族
研
究

に
つ
い
て
も
重
複
の
可
能
性
が
あ
る

の
で
、「
双
方
ノ
研
究
者
カ
前
以
テ
研

究
事
項
ヲ
打
合
セ
ノ
上
着
手
ス
ル
コ

ト
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
表
一
に
み
え
る
「
蒙
古
語

ニ
関
ス
ル
研
究
」
は
、出
村
良
一
（
白

鳥
推
薦
、
東
京
外
国
語
学
校
助
教
授
）
が
病
気
の
た
め
直
ち
に
研
究
に
着
手
で
き

な
い
も
の
の
、
昭
和
八
年
度
分
の
研
究
費
と
し
て
、
一
八
〇
〇
円
を
認
め
、
研
究

図１ 服部私案

　表1　満蒙文化研究費補助申請一覧表

　「第一回審査委員会昭和8年4月11日」レファレンスコードB05015990700をもとに作成。
　「蒙古語ニ関スル研究」は研究年限記されず

No 研究題目 指導員・研究員・助手 事業継続年数 No 研究題目 指導員・研究員・助手 事業継続年数

1 遼金時代ニ於ケル契丹民族ノ歴史的研究
（指）池内宏
（研）三上次男 3ヶ年 6 明実録抄録 （指）内藤虎次郎

（助）三田村泰助 3ヶ年

2 李朝実録抄録 （指）池内宏
（研）旗田巍 3ヶ年 7

「ザハロフ」著満露辞典ノ
和訳及補訂ニ基ク満日辞典
ノ編纂

（指）新村出
（研）守屋長 3ヶ年

3 満蒙ニ於ケル民族及宗教ノ研究
（研）赤松智城
（研）秋葉隆
（助）選定中

3ヶ年 8 吉林省東京城及其ノ附近ノ
考古学的調査

（研代表）原田淑人
（助代表）駒井和愛 3ヶ年

4
契丹民族ノ研究
　附契丹民族ト他民族トノ
交渉

（指）内藤虎次郎
（指）羽田亨
（研）秋貞實造
（研）小川裕人

3ヶ年 9 蒙古語ニ関スル研究 （研）出村良一

5
女真民族ノ研究
　附女真民族ト他民族トノ
交渉

（指）内藤虎次郎
（指）羽田亨
（研）若城久治郎
（助）外山軍治

3ヶ年 10 歴史地理資料蒐集 （指）内藤虎次郎
　　　羽田亨 5ヶ年

一
六
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



着
手
次
第
交
付
で
き
る
よ
う
に
保
留
し
て
お
く
こ
と
と
な
っ
た
（「
第
一
回
審
査

委
員
会
昭
和
八
年
四
月
一
一
日
」レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドB05015990700

）。も
っ

と
も
、
出
村
は
一
九
三
三
年
に
逝
去
し
て
い
る
か
ら
（
二
村
［
一
九
九
九
］）、
結

局
、「
蒙
古
語
ニ
関
ス
ル
研
究
」
は

実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
昭
和
八
年
度
か
ら
表
二

の
研
究
事
業
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
表
二
に
よ
る
と
、
こ
の

な
か
で
も
も
っ
と
も
多
く
の
研
究
者

が
参
画
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
た
の

が
、「
吉
林
省
東
京
城
及
其
ノ
附
近

ノ
考
古
学
的
調
査
」
で
あ
る
。
東
京

帝
国
大
学
の
原
田
淑
人
を
指
導
員
と

し
、
同
じ
く
東
京
帝
国
大
の
駒
井
和

愛
・
水
野
清
一
・
池
内
宏
に
加
え
、

京
城
帝
国
大
の
鳥
山
喜
一
、
京
都
帝

国
大
の
外
山
軍
治
、
さ
ら
に
当
時
、

奉
天
国
立
図
書
館
主
任
で
あ
っ
た
金

毓
黻
も
参
加
し
た
こ
の
渤
海
・
上
京

龍
泉
府
の
調
査
は
、
抗
日
ゲ
リ
ラ
の

活
動
が
激
化
す
る
な
か
、
軍
隊
と
警

察
隊
の
護
衛
を
受
け
て
進
め
ら
れ
た

が
（
酒
寄
［
二
〇
〇
七
］）、
そ
の
よ

う
な
情
況
下
に
お
い
て
も
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
学
術
的
に
渤
海
都
城
を
解
明

す
る
だ
け
で
な
く
、
渤
海
と
も
交
流
の
あ
っ
た
古
代
日
本
の
外
交
、
さ
ら
に
は
そ

れ
ら
諸
国
を
包
括
す
る
古
代
東
ア
ジ
ア
史
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
渤
海
が
重
要

と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
酒
寄
［
二
〇
〇
七
］）。

　

し
か
し
、
発
掘
の
意
義
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
発
掘
に
よ
っ
て

渤
海
史
を
解
明
す
る
こ
と
は
、「
独
立
し
た
歴
史
が
存
在
し
な
い
」
と
さ
れ
た
満

洲
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
と
渤
海
と
通
交
を
ふ
ま
え
、
満
洲
国
民
に
「
日

本
国
民
の
友
誼
を
更
に
深
か
ら
し
め
る
」
た
め
に
も
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
（「
吉
林
省
旧
渤
海
国
東
京
城
趾
調
査
事
業
助
成
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド

B05015879600

）。
渤
海
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
日
本
と
満
洲
国
と
の
友
好
・
一
体

化
を
渤
海
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
確
認
す
る
と
い
う
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
役
割
を

担
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、「
日
満
一
体
」
を
学
術
的
側
面
か
ら
支
援
す
る
と
い
う

側
面
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
当
該
期
の
渤
海
調
査
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
渤
海
史
研
究
者
に

よ
っ
て
積
極
的
に
追
究
さ
れ
て
き
た
が
（
酒
寄
［
二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
七
］）、
そ

の
他
の
研
究
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
考
究
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
⑹

。

と
こ
ろ
が
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
は
、
既
述
の
よ
う
に
当
該
期
の
渤
海

調
査
関
係
記
事
以
外
に
も
、
表
二
で
示
し
た
研
究
事
情
に
つ
い
て
の
文
書
が
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
史
料
は
そ
の
当
時
、
満
洲
史
研
究
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
た
の
か
、
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
以
下
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
文
書
の
分
析
を
通
し

て
、
当
該
期
に
行
わ
れ
た
満
洲
史
研
究
の
実
態
の
一
側
面
に
迫
っ
て
み
た
い
と
お

も
う
。

　表２　対満文化研究事業一覧

　「対満文化事業審査委員会内規及び同委員会委員並研究事業一覧（文化事業部）昭和8年11月 17日現在」
　（レファレンスコード　A15060166600）をもとに作成。

No 研究題目 指導員・研究員・助手 事業継続年数 No 研究題目 指導員・研究員・助手 事業継続年数

1 遼金時代ニ於ケル契丹民族ノ歴史的研究
（指）池内宏
（研）三上次男 3ヶ年 6 明実録抄録 （指）内藤虎次郎

（助）三田村泰助 3ヶ年

2 李朝実録抄録 （指）池内宏
（研）旗田巍 3ヶ年 7

「ザハロフ」著満露辞典ノ
和訳及補訂ニ基ク満日辞典
ノ編纂

（指）新村出
（研）守屋長 3ヶ年

3 満蒙ニ於ケル民族及宗教ノ研究
（研）赤松智城
（研）秋葉隆 3ヶ年 8 備辺司謄録中満蒙ニ関スル事項抜萃 （指）大谷勝真 3ヶ年

4 契丹民族ノ研究
（指）内藤虎次郎
（指）羽田亨
（研）秋貞實造
（研）小川裕人

3ヶ年 9 吉林省東京城及其ノ附近ノ考古学的調査

（指）原田淑人
（助）駒井和愛
（助）水野清一
（研）池内宏
（客）鳥山喜一
（助）外山軍治
（庶）島村孝三郎

3ヶ年

5 女真民族ノ研究
（指）内藤虎次郎
（指）羽田亨
（研）若城久治郎
（助）外山軍治

3ヶ年 10
「ロマノフ」著満洲ニ於ケル
露西亜及「グリンスキー」著
「ウイツテ」伯記録局ノ史料
ニヨル日露戦役序説邦訳

（研）矢野仁一 1ヶ年

一
六
一

満
洲
国
と
満
洲
史
研
究



二　

京
都
帝
国
大
の
契
丹
民
族
・
女
真
族
民
族
研
究

　

こ
の
渤
海
調
査
に
つ
い
で
多
く
の
研
究
者
が
参
与
し
た
の
が
、「
契
丹
民
族
ノ

研
究
」「
女
真
民
族
の
研
究
」
で
あ
っ
た
。
前
者
は
内
藤
虎
次
郎
（
内
藤
湖
南
、以
下
、

文
書
に
は
内
藤
虎
次
郎
と
す
る
が
、
便
宜
上
、
内
藤
湖
南
と
す
る
）・
羽
田
亨
を
指
導
員
と

し
て
秋
定
實
造
・
小
川
裕
人
が
、
後
者
は
内
藤
湖
南
・
羽
田
亨
を
指
導
員
と
し
て

若
城
久
治
郎
・
外
山
軍
治
が
従
事
し
て
お
り
、
京
都
帝
大
の
東
洋
史
研
究
者
・
院

生
（
研
究
生
）・
学
生
（
助
手
）
に
よ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
⑺

。
こ
の

研
究
事
業
の
具
体
的
実
情
を
伝
え
る
文
書
が
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
残
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
契
丹
民
族
研
究
事
業
助
成 

羽
田
亨 

自
昭
和
八
年 

至
昭
和

十
三
年 

分
割
一
・
分
割
二
」（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドB05015883500

・

B05015883600

）・「
女
真
民
族
研
究
事
業
助
成 
羽
田
亨 

自
昭
和
八
年
三
月 

至

昭
和
十
二
年
六
月
」（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドB05015883100

）で
あ
る（
図
二
）。

　

同
文
書
に
よ
れ
ば
、
内
藤
・
羽

田
た
ち
が
こ
の
契
丹
民
族
・
女
真

民
族
研
究
に
着
手
し
た
の
は
、
満

洲
国
内
に
興
起
し
た
契
丹
民
族
お

よ
び
女
真
民
族
に
対
す
る
既
往
の

研
究
が
「
将
来
新
国
家
（
満
洲
国
：

井
上
）
ノ
文
化
建
設
ニ
対
ス
ル
準

備
ト
シ
テ
尚
頗
ル
不
十
分
ナ
ル
ヲ
免
レ
ズ
。
今
ニ
於
テ
ソ
ノ
史
実
、
文
化
ノ
来
歴

ヲ
詳
ニ
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ
、
満
洲
並
ビ
ニ
支
那
ニ
関
ス
ル
将
来
ノ
問
題
ツ
イ
テ

欠
陥
多
カ
ル
ベ
キ
コ
ト
ハ
、之
ヲ
断
言
ス
ル
ニ
難
カ
ラ
ズ
」
で
あ
り
、そ
れ
は
「
支

那
ニ
対
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
東
亜
ノ
新
局
面
ヲ
形
成
ス
ル
上
ニ
極
メ
テ
有
意
義
」

で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

　
「
主
ト
シ
テ
遼
建
国
以
前　

附
契
丹
民
族
ト
他
民
族
ト
ノ
交
渉
」、「
女
真
民
族

ト
他
民
族
ト
ノ
交
渉
」
を
具
体
的
な
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
こ
の
二
つ
の
研
究
事
業

は
、
一
年
目
に
「
史
料
ノ
蒐
集
及
ビ
研
究
、
実
地
踏
査
」、
二
年
目
に
「
史
料
ノ

蒐
集
及
び
研
究
」、
三
年
目
に
「
前
年
ノ
継
続
及
ビ
整
理
」
を
行
う
こ
と
を
計
画

し
て
い
た
。

　

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
四
月
二
日
に
外
務
省
文
化
事
業
部
長
に
提
出
さ
れ
た

こ
れ
ら
研
究
申
請
は
、
既
述
の
よ
う
に
第
一
回
対
満
文
化
事
業
審
査
委
員
会
に
も

提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
今
回
満
洲
国
ノ
成
立
ニ
際
シ
、

其
ノ
領
域
タ
ル
満
洲
蒙
古
地
方
ノ
民
族
ノ
歴
史
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
上
ニ
於
テ
重
要
ニ

シ
テ
、
対
支
文
化
事
業
ト
シ
テ
極
メ
テ
有
意
義
ト
認
メ
ラ
ル
ル
」
と
さ
れ
、
四
月

一
〇
日
に
は
決
裁
さ
れ
て
、六
月
一
三
日
に
事
業
費
の
一
部
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
同
一
三
日
に
内
藤
へ
発
せ
ら
れ
た
文
書
に
は
、
契
丹
民
族
研
究
と
と
も
に

一
緒
に
申
請
さ
れ
た
女
真
民
族
研
究
も
内
藤
と
羽
田
の
連
名
で
申
請
さ
れ
て
い
る

が
、
内
藤
を
契
丹
民
族
研
究
の
代
表
者
に
、
羽
田
を
女
真
民
族
研
究
の
代
表
者
と

し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、そ
れ
を
受
け
て
二
年
目
の
契
丹
民
族
研
究
で
は
、

指
導
員
で
あ
る
羽
田
に
「
兼
」
が
付
さ
れ
、女
真
民
族
研
究
の
指
導
員
を
主
と
し
、

契
丹
民
族
研
究
は
兼
任
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
女
真
民
族

研
究
も
同
様
で
、
こ
の
場
合
は
、
逆
に
内
藤
が
兼
任
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
内

藤
は
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
死
去
し
て
お
り
、
そ
れ
以
後
の
文
書
に
は
羽
田

が
指
導
員
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
れ
ら
研
究
の
三
年
後
の
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年

三
月
六
日
、
羽
田
は
「
満
蒙
文
化
研
究
第
二
期
事
業
助
成
」
と
し
て
「
昭
和
一
一

図2
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年
度
及
仝
一
二
年
度
ノ
継
続
事
業
」
を
申
請
し
、
同
年
五
月
七
日
、
二
年
間
の
助

成
決
定
が
伝
え
ら
れ
た
⑻

。

　

こ
の
間
、
羽
田
た
ち
は
奉
天
・

熱
河
方
面
の
関
係
遺
跡
の
踏
査
も

行
っ
て
い
た
。
羽
田
ら
の
踏
査
に

つ
い
て
は
、
外
山
［
一
九
六
四
］

が
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
に

羽
田
・
秋
定
・
若
城
・
小
川
ら
と

遼
金
元
の
石
刻
、
遼
金
の
中
京
や

黄
龍
府
な
ど
を
踏
査
し
た
こ
と
を

ご
く
簡
潔
に
記
し
て
い
る
が
、
そ

れ
以
外
に
も
彼
ら
の
踏
査
計
画
を

伝
え
る
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
「
満
蒙
文
化
研
究
費
補
助
申
請　

羽
田
・
秋
定
・
若
城
」（
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
コ
ー
ドB05015213200

）
で
あ
る
（
図
三
）。
こ
れ
に
は

満
蒙
文
化
研
究
費
補
助
申
請
書

某
等
満
蒙
歴
史
研
究
ノ
為
奉
天
熱
河
両
省
ニ
於
ケ
ル
地
理
歴
史
ニ
関
ス
ル
遺

物
遺
蹟
ノ
調
査
ヲ
目
的
ト
シ
、
該
地
方
ニ
旅
行
致
度
候
ニ
就
キ
、
別
記
ノ
通

リ
旅
行
費
補
助
相
成
度
此
段
申
請
候
也

昭
和
八
年
四
月　

日

　
　

羽
田
亨

　
　

秋
定
實
造

　
　

若
城
久
治
郎

　

外
務
省
文
化
事
業
部
長　

坪
上
貞
二
殿

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
少
な
く
と
も
羽
田
た
ち
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
四

月
の
段
階
で
、「
昭
和
八
年
八
月
一
日
ヨ
リ
同
九
月
十
日
ま
で
四
十
日
間
ノ
見
込
」

で
奉
天
・
熱
河
方
面
に
踏
査
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
た（
予
算
三
〇
〇
〇
円
）。

同
文
書
に
は
具
体
的
な
調
査
地
域
・
遺
跡
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ

ば
踏
査
地
は
奉
天
・
錦
州
・
義
州
・
朝
陽
・
熱
河
・
赤
烽
・
全
寧
（
烏
丹
城
）・

大
小
巴
林
王
府
・
林
東
・
白
塔
子
・
林
西
・
開
魯
・
通
遼
寺
で
、
主
要
調
査
事
項

は
「
イ
．
義
州
附
近
魏
代
及
ビ
其
ノ
以
後
ノ
仏
教
ニ
関
ス
ル
遺
蹟
遺
物
」、「
ロ
．

朝
陽
地
方
唐
代
営
州
ノ
遺
蹟
」、「
ハ
．
熱
河
宮
殿
ト
其
ノ
所
蔵
」、「
ヒ
．
全
寧
（
烏

丹
城
）
ノ
古
碑
」、「
ホ
．
林
東
・
白
塔
子
・
林
西
地
方
ニ
於
ケ
ル
遼
代
ノ
遺
蹟
」

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
羽
田
た
ち
は
、
研
究
一
年
目
に
遼
の
上
京
（
巴
林
左
旗
）・
中
京
（
赤

烽
）
を
は
じ
め
と
す
る
遼
の
主
要
地
域
を
訪
れ
、「
全
寧
（
烏
丹
城
）
ノ
古
碑
」（
＝

元
代
の
古
碑
）
な
ど
の
踏
査
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
研

究
事
業
に
参
加
し
て
い
た
外
山
は
既
述
の
よ
う
に
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年

に
「
熱
河
・
北
満
方
面
史
跡
踏
査
の
旅
行
」
を
行
っ
た
と
し
て
お
り
、
一
見
す
る

と
上
記
調
査
も
外
山
の
い
う
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
の
踏
査
の
よ
う
に
も
み

え
る
が
、
踏
査
実
施
年
が
異
な
る
こ
と
、
昭
和
一
〇
年
の
踏
査
に
つ
い
て
は
別
の

文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
（「
京
都
帝
国
大
学
教
授
、
文
学
博
士
羽
田
享
外
四

名 

昭
和
一
〇
年
五
月
一
〇
日
」（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドB05015675400

））
か

ら
、
外
山
の
い
う
踏
査
と
は
ま
っ
た
く
別
の
踏
査
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
踏
査
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
文

化
事
業
部
の
支
給
決
定
に
関
す
る
文
書
な
ど
が
み
え
な
い
だ
け
で
な
く
、
こ
の
調

図3
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査
に
参
加
し
た
は
ず
の
秋
定
（
田
村
）
實
造
の
著
作
（
田
村
［
一
九
六
四
・

一
九
七
一
・
一
九
八
五
］）
に
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
彼
の
一
年
目
の
研

究
経
過
報
告
に
も
ま
っ
た
く
こ
れ
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
⑼

。
加
え
て
「
羽

田
博
士
略
歴
」
や
「
田
村
實
造
博
士
略
歴
」
に
は
昭
和
一
〇
年
の
満
洲
国
踏
査
に

つ
い
て
の
記
録
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
昭
和
八
年
の
踏
査
に
つ
い
て
は
一

切
言
及
が
な
い
（
羽
田
博
士
還
暦
記
念
会
［
一
九
五
〇
］、
田
村
博
士
退
官
記
念

事
業
会
［
一
九
六
五
］）。
同
年
二
月
、
関
東
軍
は
熱
河
に
侵
攻
し
、
同
年
四
月
に

は
長
城
を
越
え
て
中
国
へ
も
進
出
し
、
日
中
の
対
立
が
激
化
し
て
い
っ
た
。
同
年

五
月
に
は
塘
沽
停
戦
協
定
締
結
に
よ
り
ひ
と
ま
ず
事
態
は
決
着
し
た
も
の
の
、
中

国
は
満
洲
国
を
承
認
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
中
国
軍
の
河
北
省
東
部
駐
屯
を
禁
止

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、中
国
の
抗
日
世
論
を
刺
激
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
（
尾
形
・

岸
本
［
一
九
九
八
］）。
羽
田
ら
の
踏
査
地
は
こ
う
し
た
満
洲
国
と
中
国
と
の
境
界

近
く
で
も
あ
り
、
こ
の
踏
査
計
画
は
申
請
さ
れ
た
も
の
の
、
中
国
の
抗
日
世
論
な

ど
も
ふ
ま
え
て
、
危
険
で
あ
っ
た
た
め
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
外
務
省
文
化
事
業
部
の
踏
査
決
定
高
裁
案
な
ど
の
文
書
が
み
え
な
い
の
は

こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
、
興
味
深
い
の
は
、
羽
田

が
熱
河
作
戦
実
施
直
後
の
四
月
に
こ
の
踏
査
を
申
請
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
あ

る
い
は
羽
田
た
ち
は
研
究
事
業
一
年
目
に
、
軍
事
紛
争
に
よ
る
遺
跡
・
遺
物
の
被

害
、
残
存
情
況
な
ど
を
把
握
・
緊
急
調
査
す
べ
く
こ
の
踏
査
を
計
画
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

詳
細
な
経
緯
は
不
明
だ
が
、
羽
田
た
ち
の
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
中
国
内

蒙
古
・
東
北
地
方
方
面
の
遺
跡
調
査
は
実
現
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
羽
田
は
そ
の
二
年
後
の
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
に

改
め
て
満
洲
国
内
の
関
連
遺
跡
の
踏
査
を
計
画
し
、
実
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
の
踏
査
は
、
上
述
し
た
残
さ
れ
た
関
係
文
書

の
羽
田
の
「
研
究
旅
行
費
給
付
申
請
書
」
に
よ
れ
ば
、
羽
田
は
秋
定
・
若
城
・
小

川
・
外
山
の
四
人
と
と
も
に
、
昭

和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
五
月

一
八
日
か
ら
四
〇
日
間
に
奉
天
・

吉
林
・
錦
州
・
熱
河
な
ど
を
踏
査

す
る
予
定
で
、
そ
の
要
求
金
額
も

前
回
よ
り
も
多
い
五
〇
〇
〇
円
で

あ
っ
た
（
図
四
）。
こ
れ
に
対
し

て
外
務
省
文
化
事
業
部
も
昭
和

一
〇
（
一
九
三
五
）
年
五
月
一
〇

日
、
そ
の
重
要
性
を
認
め
、
昭
和

一
〇
年
度
対
支
文
化
事
業
特
別
会

計
事
業
の
項
目
の
「
講
演
及
視
察
費
」
か
ら
の
支
出
・
交
付
を
承
認
し
て
い
る
（
前

掲
「
京
都
帝
国
大
学
教
授
、
文
学
博
士
羽
田
享
外
四
名　

昭
和
一
〇
年
五
月
一
〇

日
」）。

　

外
山
は
金
の
上
京
会
寧
府
を
訪
れ
た
と
す
る
が
（
外
山
［
一
九
六
四
］）、
そ
う

で
あ
れ
ば
羽
田
た
ち
一
行
は
予
定
に
な
か
っ
た
黒
龍
江
省
哈
爾
濱
郊
外
ま
で
北
上

し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
踏
査
の
帰
任
報
告
書
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
実
際
の
踏

査
地
が
当
初
の
予
定
と
ど
れ
ほ
ど
異
な
っ
て
い
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
外

山
が
こ
の
時
の
踏
査
を
ふ
ま
え
て
「
石
刻
は
親
し
く
そ
の
現
地
に
臨
ん
で
こ
れ
を

読
解
す
る
こ
と
が
如
何
に
大
切
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
…
…
こ
の
地 図4
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（
金
の
上
京
會
寧
府
：
井
上
）
に
臨
ん
で
四
周
を
観
望
す
る
時
、
こ
の
地
が
金
国
発
祥

の
地
と
な
り
得
た
所
以
が
自
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
」
と
論
じ
た
よ
う

に
（
外
山
［
一
九
六
四
］）、
こ
の
踏
査
は
契
丹
・
女
真
の
研
究
を
進
め
る
上
で
裨

益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
踏
査
な
ど
を
ふ
ま
え
て
五
年
に
わ
た
っ
て
京
都
帝
大
の
教
員
・
院
生

な
ど
を
中
心
と
し
て
、
契
丹
・
女
真
民
族
の
研
究
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
秋
定
・
岩
城
・
小
川
・
外
山
ら
は
一
年
ご
と
に
簡
単
な
研
究
成
果
報
告

を
提
出
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
秋
定
は
「
遼
朝
の
徙
民
政
策

と
都
市
並
に
州
県
制
の
成
立
」「
遼
長
の
官
制　

附
録　

遼
代
に
於
け
る
諸
部
族

の
組
成
」「
西
夏
と
遼
と
の
関
係
」
の
三
編
、
岩
城
は
「
遼
朝
統
下
に
於
け
る
漢

人
の
性
格
」
の
一
編
、
小
川
は
「
女
真
氏
族
発
達
史
」
の
一
編
、
外
山
は
「
金
正

隆
大
室
間
に
於
け
る
契
丹
人
の
叛
乱
と
対
宋
関
係
」「
金
章
宗
時
代
に
於
け
る
北

方
関
係
」「
金
章
宗
時
代
に
於
け
る
対
宋
関
係
」「
燕
京
に
於
け
る
遼
・
宋
・
金
三

国
の
角
逐
」「
山
西
を
中
心
と
せ
る
金
将
宗
翰
の
活
躍
」「
黄
河
道
を
繞
る
金
宋
交

渉
」「
金
熙
宗
朝
に
於
け
る
蒙
古
の
侵
寇
」
の
七
編
を
外
務
省
文
化
事
業
部
へ
提

出
し
て
お
り
、
彼
ら
は
そ
の
後
も
そ
の
研
究
を
継
続
し
て
続
け
て
い
っ
た
。
こ
の

時
の
研
究
が
彼
ら
の
研
究
テ
ー
マ
を
決
定
づ
け
た
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

三　

東
京
帝
国
大
の
契
丹
民
族
研
究

　

一
方
、
満
洲
史
の
中
心
と
さ
れ
た
契
丹
の
研
究
は
、
京
都
帝
国
大
学
だ
け
で
行

わ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
研
究
の
重
複
が
な
い
よ
う
事
前
に
調
整
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
東
京
帝
大
で
も
池
内
宏
を
指
導
員
と
し
、
三
上
次
男
を

研
究
員
と
す
る
「
遼
金
時
代
ニ
於

ケ
ル
契
丹
民
族
ノ
歴
史
的
研
究
」

が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（「
遼

金
時
代
ニ
於
ケ
ル
契
丹
民
族
ノ
歴

史
的
研
究
助
成
」
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
コ
ー
ドB05015883800

）（
図

五
）。
池
内
の
申
請
し
た
研
究
目

的
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
契
丹
研
究
が
「
満
洲
及
び
東
蒙
古
の
歴
史
を
研
究
す
る
も

の
に
取
つ
て
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
」
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
と
認
識
さ
れ
て
い
た

た
め
で
あ
っ
た
。
契
丹
民
族
は
金
代
で
も
活
躍
し
て
い
た
た
め
、
こ
こ
で
は
対
象

時
期
を
遼
・
金
二
代
と
し
、
一
年
目
は
史
料
の
蒐
集
、
二
年
目
は
歴
史
地
理
的
研

究
、
三
年
目
は
契
丹
民
族
の
部
族
組
織
の
研
究
と
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
外
務
省
文
化
事
業
部
も
「
池
内
宏
ノ
遼
金
時
代
契
丹
民
族
ノ
研
究
ハ

満
洲
国
建
設
ノ
今
日
極
メ
テ
時
宜
ニ
適
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
斯
学
界

ニ
裨
益
ス
ル
ト
コ
ロ
不
尠
」
で
あ
り
、「
対
支
文
化
事
業
ト
シ
テ
有
意
義
ナ
ル
計

画
ト
認
メ
ラ
ル
ル
」
た
め
、
こ
れ
に
対
し
て
研
究
助
成
を
決
定
し
て
い
る
（
昭
和

八
（
一
九
三
三
）
年
四
月
一
〇
日
）。

　

も
っ
と
も
三
上
が
実
際
に
行
っ
た
研
究
は
「
遼
金
時
代
ニ
於
ケ
ル
契
丹
民
族
ノ

研
究
、
併
セ
テ
ソ
ノ
外
廓
ヲ
ナ
ス
所
ノ
女
真
民
族
ノ
歴
史
的
研
究
」、
す
な
わ
ち

「
金
代
満
蒙
史
ノ
研
究
」
で
あ
っ
た
。
実
際
、
三
上
が
外
務
省
文
化
事
業
部
へ
提

出
し
た
報
告
書
も
「
金
代
満
蒙
ノ
研
究
」
と
題
し
、「
第
一
篇　

完
顔
部
阿
骨
打

ノ
経
略
ト
金
国
ノ
成
立
」、「
第
二
篇　

金
初
ニ
於
ケ
ル
諸
制
度
ノ
研
究
」、「
第
三

篇　

猛
安
謀
克
制
ノ
研
究
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、金
代
史
の
研
究
で
あ
っ
た
。 図5
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史
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こ
の
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
三
年
間
の
研
究
は
、
池
内
・

三
上
に
よ
れ
ば
、「
当
初
ノ
計
画
ノ
一
部
ヲ
達
成
シ
タ
ル
ニ
過
ギ
ズ
」
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
彼
ら
は
昭
和
一
一
年
度
か
ら
の
三
年
間
の
継
続
研
究
を
申
請
し
、
そ
れ
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
の
場
合
で
も
研
究
題
目
が
変
更
さ
れ
た
わ
け
で

な
く
、
三
上
は
契
丹
民
族
研
究
と
題
し
な
が
ら
も
実
際
、
金
代
女
真
族
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
三
上
が
契
丹
民
族
の
研
究
と
題
し
な
が
ら
も
、
実
際
は
金
代
女
真

族
の
研
究
を
行
っ
た
の
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
京
都
帝
国
大
学
で
契
丹
の
研
究
が

行
わ
れ
て
い
た
た
め
で
、
既
述
の
よ
う
に
重
複
を
避
け
て
何
ら
か
の
調
整
が
行
わ

れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
と
は
い
え
、
三
上
も
契
丹

民
族
の
研
究
も
行
う
必
要
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
、
研
究
経
過
報
告
に
よ
れ
ば
、

三
上
は
昭
和
一
三
年
度
に
お
い
て
は
、「
金
代
ニ
於
ケ
ル
契
丹
族
ノ
研
究
ヲ
行
ヒ

タ
リ
」
と
明
言
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
報
告
書
に
は
「
主
題
ノ
研
究
ニ
関
連
シ

テ
最
モ
必
要
ナ
ル
遼
金
時
代
女
真
族
ノ
研
究
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、や
は
り
遼
・

金
代
の
女
真
族
の
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
三
上
の
研
究
は
『
金
代
女
真
の
研
究
』（
満
日
文
化
協
会
、

一
九
三
七
年
）
と
し
て
結
実
し
、
日
満
文
化
協
会
か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
序
文
を
指
導
員
で
あ
っ
た
池
内
が
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
三
上
が

「
余
の
勧
む
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
い
、
金
代
の
女
真
を
そ
の
対
象
と
し
」
た
と
あ

り
、
三
上
自
身
も
「
本
書
の
生
み
の
親
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
わ
た
く
し
の
最
上

の
師
で
あ
り
父
で
あ
る
池
内
宏
先
生
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
三
上
の
満
洲
史

研
究
は
、
池
内
が
密
接
に
関
わ
っ
た
国
策
と
し
て
の
研
究
事
業
の
な
か
で
誕
生
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
研
究
の
特
徴
の
一
端
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
三
上
も
ま
た
京
都
帝
国
大
学
の
秋
定
實
造
ら
の
よ
う
に
、
こ
の
時
の

研
究
を
そ
の
後
も
継
続
し
て
続
け
、
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

四　

京
都
帝
国
大
の
『
皇
明
実
録
』
満
蒙
関
係
記
事
抄
録
事
業

　

こ
う
し
た
研
究
と
あ
わ
せ
て
満
洲
史
研
究
の
基
礎
と
も
い
え
る
満
洲
史
料
の
抄

録
事
業
も
同
時
並
行
的
に
行
わ
れ
た
。
表
二
に
み
え
る
『
明
実
録
』
抄
録
作
業

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
既
刊
の
資
料
な
ど
に
そ
の
概
略
が
示
さ
れ
て
い
る

が
（
羽
田
［
一
九
五
四
］）、
こ
の
事
業
の
具
体
的
な
状
況
も
「
明
実
録
抄
録
事

業
助
成
（
羽
田
亨
、
内
藤
虎
次
郎
） 

昭
和
八
年
六
月
」（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド

B05015881700

）
に
示
さ
れ
て
い
る
（
図
六
）。
そ
こ
で
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て

こ
の
研
究
事
業
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
て
み
た
い
。

　

こ
の
研
究
事
業
は
同
文
書
の

「
事
業
ノ
趣
旨
」
に
よ
れ
ば
、「
明

以
来
ノ
満
蒙
ニ
関
ス
ル
重
要
ナ
ル

史
料
ヲ
包
含
シ
、
或
意
味
ニ
於
イ

テ
之
ニ
据
ラ
ス
シ
テ
満
蒙
ノ
歴
史
ヲ
研
究
ス
ル
コ
ト
殆
ン
ト
不
可
能
ニ
属
ス
ル
」

た
め
、同
書
の
「
満
蒙
史
実
ニ
関
ス
ル
部
分
ヲ
摘
録
抜
萃
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
内
藤
湖
南
を
指

導
員
と
し
て
三
田
村
泰
助
を
研
究
員
と
す
る
三
年
の
事
業
計
画
が
立
案
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
事
業
も
既
述
し
た
第
一
回
対
満
文
化
事
業
審
査
委
員
会
で
承
認
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、同
事
業
に
対
し
て
外
務
省
文
化
事
業
部
は
『
皇
明
実
録
』

の
抄
録
が
「
満
蒙
研
究
ノ
根
本
史
料
ト
シ
テ
学
界
ニ
寄
与
ス
ル
ト
コ
ロ
尠
カ
ラ
サ

ル
」
だ
け
で
な
く
、「
満
蒙
の
古
文
化
ヲ
闡
明
」
に
し
、「
満
洲
国
建
設
ノ
今
日
誠 図6
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ニ
時
宜
ニ
適
シ
タ
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
た
め
、
た
だ
ち
に
同
事
業
に
対
し
て
文
化
事

業
特
別
会
計
事
業
費
の
助
成
費
を
支
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
て
京
都
帝
国
大
学
所
蔵
の
『
皇
明
実
録
』
を
底
本
と
し
て
事
業
が
開
始
さ
れ

た
が
、「
地
理
的
民
族
的
見
地
よ
り
、
蒙
古
及
び
満
洲
の
二
類
」
に
分
け
ら
れ
て

抄
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
羽
田
［
一
九
五
四
］）。

　

こ
の
作
業
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
四
月
よ
り
内
藤
の
指
導
の
下
、
開
始
さ

れ
た
が
、
こ
れ
に
関
わ
っ
て
三
田
村
の
名
前
が
確
認
で
き
、
さ
ら
に
事
業
担
当
者

と
し
て
彼
の
履
歴
書
の
み
が
添
附
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
当
初
は
、
彼
が
中
心
と

な
っ
て
こ
の
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
文
書

内
の
「
昭
和
八
年
度　

皇
明
実
中
満
蒙
関
係
史
料
抄
録
報
告
」
は
今
西
春
秋
が
執

筆
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
余
は
昭
和
八
年
四
月
よ
り
内
藤
博
士
指
導
の
下
に
明

実
録
万
暦
以
後
の
分
に
就
き
、
満
蒙
関
係
資
料
の
抄
出
に
携
は
り
つ
ヽ
あ
り
」
と

あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
研
究
事
業
の
最
初
の
段
階
か
ら
、
太
祖
以
後
を
三
田
村

が
、
万
暦
以
後
を
今
西
が
担
当
し
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
内
藤
は
昭
和
九

（
一
九
三
四
）
年
、
薨
去
し
て
お
り
、
そ
れ
以
後
は
羽
田
の
指
導
の
下
に
作
業
は

継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
三
月
二
七
日
の
外
務
省

文
化
事
業
部
長
へ
の
申
請
書
に
も
事
業
担
当
者
・
指
導
員
は
羽
田
、
助
手
は
三
田

村
・
今
西
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
三
田
村
・
今
西
に
よ
っ
て
作
業
が
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
具
体
的
作

業
は
抄
録
者
で
あ
る
三
田
村
が
ま
ず
本
文
を
通
読
し
、
そ
の
中
か
ら
必
要
な
項
目

を
選
定
し
、
当
該
史
料
を
別
紙
に
抄
録
し
、
そ
の
作
業
が
終
え
た
後
、
指
導
者
た

る
内
藤
の
前
で
原
本
と
対
校
し
、
誤
謬
を
訂
正
し
、
抄
録
文
の
意
義
が
通
じ
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
極
め
て
困
難
な
作
業
で
、

当
時
、
京
都
帝
大
で
契
丹
民
族
史
研
究
に
従
事
し
て
い
た
田
村
實
造
は
、「
両
君

は
あ
る
時
は
、
こ
れ
に
関
し
内
藤
先
生
の
直
接
指
導
を
仰
ぐ
た
め
、
瓶み
か
の
は
ら原（

現
在

の
京
都
市
木
津
川
市
、
内
藤
は
京
都
大
学
定
年
後
、
京
都
南
の
同
地
に
居
住
し
て
い
た
：
著
者
）

の
恭
仁
山
荘
下
に
歳
余
に
わ
た
っ
て
仮
寓
し
、
ま
た
あ
る
時
は
、
国
立
上
野
図
書

館
本
や
宮
内
庁
図
書
館
本
と
対
校
す
る
た
め
、東
都
に
数
ヶ
月
を
寄
宿
す
る
な
ど
、

筆
舌
に
も
及
ば
な
い
辛
労
を
重
ね
て
い
る
」と
論
じ
て
い
る（
田
村［
一
九
五
四
］）。

　

こ
の
よ
う
な
苦
労
の
な
か
で
事
業
が
進
め
ら
れ
た
が
、『
皇
明
実
録
』
は
異
本

が
あ
り
、
作
業
の
進
行
と
と
も
に
「
巻
数
の
脱
誤
記
事
の
補
填
す
べ
き
も
の
存
す

る
事
今
次
の
抄
録
に
際
し
て
痛
感
せ
り
」（
三
田
村
泰
助
・
今
西
春
秋
「
昭
和
拾

年
度
事
業
経
過
報
告　

皇
明
実
録
満
蒙
関
係
史
料
抄
録
に
関
す
る
件
」）
で
あ
っ

た
た
め
、
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
三
月
六
日
に
は
「
期
間
一
個
年
ニ
シ
テ

主
ニ
異
本
ノ
対
校
及
整
理
ニ
充
ツ
」
た
め
に
、
第
二
期
事
業
の
申
請
が
行
わ
れ
、

三
月
二
八
日
に
は
承
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
研
究
は
四
年
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
が
、
羽
田
は
「
着
手
以
来
五
年
の
歳
月
を
経
て
、
一
応
こ
の
事
業

は
完
了
し
た
」
と
論
じ
（
羽
田
［
一
九
五
四
］）、
五
年
間
で
あ
っ
た
と
し
て
い

る
。「
皇
明
実
録
刊
行
計
画
ノ
趣
旨 

昭
和
七
年
九
月
」
に
は
四
年
目
の
昭
和
一
一

（
一
九
三
六
）
年
以
後
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て
の
文
書
が
な
い
も
の
の
、
事
業
は

さ
ら
に
一
年
延
長
し
て
校
訂
作
業
な
ど
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
京
大
を
中
心
と
し
た
『
皇
明
実
録
』
の
満
洲
・
蒙
古
関
係
史
料
抄
録

が
行
わ
れ
、
満
洲
史
研
究
の
史
料
的
整
備
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

五　

東
京
帝
国
大
の
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
満
蒙
関
係
記
事
抄
録
事
業

　

一
方
、
東
京
帝
国
大
で
も
満
蒙
史
関
連
編
纂
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
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が
表
二
の
「
李
朝
実
録
抄
録
」（
指

導
員
・
池
内
宏
、
研
究
員
・
旗
田

巍
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

既
刊
の
資
料
に
そ
の
事
業
の
概
略

が
示
さ
れ
て
い
る
が
（
旗
田
・
三

上
・
山
本
［
一
九
五
四
］）、
こ
れ

に
つ
い
て
も
や
は
り
「
李
朝
実
録

抄
録
事
業
助
成　

池
内
宏　

自
昭
和
八
年　

至
昭
和
十
三
年
十
二
月
」（
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
コ
ー
ドBB05015883700

）
に
具
体
的
な
状
況
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
図

七
）。
こ
こ
で
も
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
「
事
業
ノ
趣
旨
」
に
よ
れ
ば
、
明
代
満
蒙
史
の
研
究
に
あ
た
っ
て
は
『
皇
明
実

録
』
が
重
要
で
あ
る
が
、「
此
ノ
実
録
ノ
関
係
記
事
ハ
概
シ
テ
簡
略
ニ
過
グ
ル
傾

ガ
ア
リ
、
コ
レ
ノ
ミ
ニ
テ
満
蒙
ノ
歴
史
ノ
研
究
ヲ
行
ウ
コ
ト
ハ
殆
ン
ド
不
可
能
デ

ア
」
り
、「
李
朝
実
録
ノ
コ
ノ
方
面
ニ
関
ス
ル
記
載
ハ
、
頗
ル
詳
細
デ
皇
明
実
録

ノ
欠
ヲ
補
フ
ト
同
時
ニ
、
マ
タ
独
特
ノ
価
値
ア
ル
記
録
モ
甚
ダ
多
」
く
、「
南
満

洲
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ハ
殊
ニ
豊
富
デ
ア
ル
」
か
ら
、
満
蒙
史
研
究
上
、『
朝
鮮
王
朝

実
録
』
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
こ
の
事
業
を
行
う
と
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。『
皇
明
実
録
』
満
蒙
関
係
記
事
抄
録
事
業
と
同
様
に
、
こ
れ
も
表
一

に
み
え
る
よ
う
に
、
第
一
回
対
満
文
化
事
業
審
査
委
員
会
で
認
め
ら
れ
て
い
た
事

業
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
池
内
の
申
請
に
対
し
て
外
務
省
文
化
事
業
部
も
「
清
代

殊
ニ
清
朝
発
祥
前
後
ノ
事
情
ヲ
詳
記
シ
、
且
亦
古
来
満
洲
、
蒙
古
ト
朝
鮮
ト
密
接

ナ
ル
関
係
ア
リ
シ
ニ
鑑
ミ
、
朝
鮮
ノ
重
要
記
録
タ
ル
「
李
朝
実
録
」
中
ヨ
リ
満
洲

蒙
古
ニ
関
ス
ル
記
録
ヲ
抄
録
シ
、以
テ
斯
界
ニ
新
史
実
ヲ
寄
与
セ
ン
ト
セ
ル
計
画
」

は
、「
満
蒙
ノ
研
究
上
資
ス
ル
ト
コ
ロ
尠
カ
ラ
サ
ル
ヘ
ク
、
対
支
文
化
事
業
ト
シ

テ
有
意
義
ナ
ル
企
ト
ミ
ト
メ
ラ
ル
ル
」
た
め
、
特
別
会
計
の
事
業
費
か
ら
こ
の
事

業
に
関
す
る
費
用
の
支
出
を
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
旗
田
・
三
上
・
山
本
［
一
九
五
四
］
に
よ
れ
ば
、
池
内
は
そ
れ
以
前

か
ら
「
満
洲
史
の
攻
究
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
李
朝
実
録
の
抄
録
を
思
い
た
ち
、

そ
れ
以
後
、
毎
夏
そ
の
業
を
続
け
」
て
お
り
、「
大
正
二
（
一
九
一
三
：
井
上
）
年

の
夏
に
は
、よ
う
や
く
太
祖
か
ら
中
宗
ま
で
十
一
代
の
実
録
の
抄
録
を
終
わ
つ
た
」

と
い
う
。
残
念
な
が
ら
そ
の
史
料
は
関
東
大
震
災
で
烏
有
に
帰
し
た
が
、
そ
の
後

も
池
内
は
渡
鮮
し
て
奎
章
閣
所
蔵
の
太
白
山
史
庫
本
の
抄
録
を
続
け
、
事
業
が
始

め
る
と
、
池
内
が
こ
れ
ま
で
作
成
し
た
「「
李
朝
実
録
抄
」
の
草
本
」
を
編
者
で

あ
る
旗
田
に
預
け
、「
之
を
参
考
し
て
体
裁
・
内
容
と
も
に
新
事
業
の
目
的
に
副

う
と
こ
ろ
の
完
全
な
抄
録
を
編
成
せ
し
め
る
こ
と
ゝ
と
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
旗
田
は
池
内
が
作
成
し
た
草
本
を
も
と
に
作
業
を
行
っ
て
い
っ
た

が
、
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
三
月
一
〇
日
に
は
第
二
期
事
業
と
し
て
昭
和

一
三（
一
九
三
八
）年
度
ま
で
の
三
年
間
事
業
延
長
を
申
請
し
、そ
れ
が
認
め
ら
れ
、

「
成
宗
実
録
」
以
下
の
抄
録
作
業
が
継
続
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

後
、
旗
田
は
作
業
を
進
め
、
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
に
提
出
し
た
書
類
に
は
、

「
太
宗
実
録
」か
ら「
仁
祖
実
録
」ま
で
の
抄
録
作
業
が
終
了
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

旗
田
・
三
上
・
山
本
［
一
九
五
四
］
に
よ
れ
ば
、
事
業
開
始
五
年
に
し
て
正
副
の

稿
本
各
二
六
冊
が
作
成
さ
れ
、
所
期
の
作
業
は
一
応
終
了
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
『
皇
明
実
録
』・『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
の
満
洲
・
蒙
古
関
係
記
事
抄
録

作
業
は
終
了
し
た
が
、
す
ぐ
さ
ま
そ
れ
ら
成
果
が
出
版
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
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京
都
帝
大
で
は
今
西
春
秋
が
北
京
留
学
後
も
、
三
田
村
泰
助
が
補
訂
を
加
え
、
そ

の
三
田
村
が
徴
兵
さ
れ
た
後
は
、
内
田
吟
風
・
岡
崎
精
郎
に
よ
っ
て
校
訂
作
業
が

行
わ
れ
た
（
田
村
［
一
九
五
四
］）。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
池
内
は
そ
れ
ら
研
究
成

果
の
出
版
を
模
索
し
、
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
、
日
満
文
化
協
会
に
よ
っ
て

す
で
に
編
纂
さ
れ
て
い
た
『
皇
明
実
録
』・『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
抄
録
の
稿
本
に
「
や

や
間
接
的
で
あ
る
記
事
も
、
む
し
ろ
広
き
に
従
つ
て
な
る
べ
く
之
を
収
録
す
る
」

な
ど
の
増
補
・
修
正
を
施
し
、
出
版
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
旗

田
・
三
上
・
山
本
［
一
九
五
四
］）。
こ
れ
に
よ
っ
て
継
続
し
て
校
訂
作
業
が
行
わ

れ
て
い
た
『
皇
明
実
録
』
抄
録
作
業
に
加
え
て
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
収
録
の
増
補
・

修
正
作
業
も
行
わ
れ
、
旗
田
に
加
え
て
、
深
谷
敏
鉄
が
こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
旗
田
・
三
上
・
山
本
［
一
九
五
四
］）。

　

こ
う
し
て
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
満
洲
・
蒙
古
関
係
記
事
抄
録
は
「
ほ
ゞ
完
全
に

近
い
状
態
」
と
な
り
、
印
刷
の
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
敗
戦
に
よ
っ
て

中
絶
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
こ
れ
ら
の
事
業
成
果
が
刊

行
さ
れ
た
の
は
、
当
初
の
作
業
開
始
か
ら
す
で
に
約
二
〇
年
を
す
ぎ
た
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）
年
、
文
部
省
大
学
学
術
課
か
ら
の
出
版
の
補
助
を
受
け
て
の
こ
と

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

六　

京
城
帝
大
の
『
備
辺
司
謄
録
』
満
蒙
関
係
記
事
抄
録
事
業

　

一
方
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
と
と
も
に
、
朝
鮮
時
代
史
研
究
上
、
き
わ
め
て
重

要
な
『
備
辺
司
謄
録
』
の
満
洲
・
蒙
古
関
係
記
事
の
抄
録
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
、
そ
の
研
究
成
果
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、『
皇
明
実

録
』・『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
抄
録
作
業
に
比
し
て
、こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
関
係
文
書
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
「
備
辺
司
謄
録
中
満
蒙
ニ
関
ス
ル
事
項
研
究
事
業
助
成 

大
谷
勝
真 

自
昭

和
八
年
三
月　

至
昭
和
十
二
年
十
二
月 

分
割
一
・
二
」（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド

B05015882900

・B05015883000

）
で
あ
る
（
図
八
）。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
作
業
は
燉

煌
文
書
な
ど
を
研
究
し
て
い
た
京

城
帝
国
大
学
教
授
で
あ
っ
た
大
谷

勝
真
（
一
八
八
五
―
一
九
四
一
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
外
務
省
文

化
事
業
部
へ
提
出
さ
れ
た
「
事
業

ノ
趣
旨
」
に
よ
れ
ば
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
の
「
根
本
資
料
ト
モ
云
フ
可
キ
備
辺

司
謄
録
及
別
謄
録
並
承
政
院
日
記
、
日
省
録
」
な
ど
の
資
料
は
、
彼
の
勤
務
し
た

京
城
帝
国
大
学
に
原
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
「
満
蒙
ノ
研
究
ニ
ハ

多
大
ナ
ル
新
史
料
ヲ
提
供
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、そ
れ
ら
史
料
は
「
朝

鮮
特
有
ノ
「
吏
道
」
ヲ
モ
雑
ヘ
記
ル
サ
レ
」
て
い
る
の
で
、「
コ
レ
ガ
調
査
ニ
ハ

朝
鮮
旧
吏
属
ヲ
要
シ
、
コ
レ
ガ
生
存
中
ニ
読
了
釈
記
セ
サ
レ
バ
、
永
久
ニ
研
究
ヲ

ナ
シ
得
ザ
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
」
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
『
備
辺
司
謄
録
』
お

よ
び
別
謄
録
か
ら
満
蒙
関
係
記
事
を
抜
粋
し
て
学
界
に
提
示
し
、
史
料
の
欠
如
を

補
い
、
そ
の
上
で
「
満
蒙
ニ
関
ス
ル
史
実
ノ
闡
明
ヲ
期
セ
ン
ト
」
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、『
備
辺
司
謄
録
』
抜
萃
に
あ
た
っ
て
は
、
該
当
す
べ

き
時
代
の
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』・『
承
政
院
日
記
』
と
対
照
・
抄
出
し
て
あ
わ
せ
て

研
究
し
、『
備
辺
司
謄
録
』（
二
七
三
冊
）・『
備
辺
司
別
謄
録
』（
五
〇
冊
）
抜
萃

作
業
の
後
、『
承
政
院
日
記
』（
三
〇
七
七
冊
）
の
「
完
全
ナ
ル
抜
萃
」
を
三
年
間 図8
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で
行
い
、
そ
れ
ら
史
料
の
満
蒙
関
係
史
料
抄
録
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
い
う
計
画
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
申
請
は
池
内
宏
ら
の
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
内
の
満
蒙
関
係
記
事
抄
録
作
業

と
同
じ
く
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
三
月
に
外
務
省
文
化
事
業
部
に
申
請
さ
れ

た
。
こ
れ
も
既
述
の
よ
う
に
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
内
の
満
蒙
関
係
記
事
抄
録
作

業
と
同
じ
く
、第
一
回
の
対
満
文
化
事
業
審
査
委
員
会
で
承
認
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

外
務
省
文
化
事
業
部
も
京
城
帝
国
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
学
界
ニ
紹
介
セ
ラ

レ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
貴
重
ナ
ル
資
料
」
で
あ
る
「
備
辺
司
謄
録
、
別
謄
録
及
承
政
院

日
記
ノ
研
究
ハ
、
満
洲
及
蒙
古
ニ
関
ス
ル
新
史
料
ヲ
提
供
ス
ル
モ
ニ
ニ
シ
テ
、
学

界
ヲ
裨
益
ス
ル
コ
ト
少
カ
ラ
サ
ル
ヘ
ク
、
対
支
文
化
事
業
ト
シ
テ
有
意
義
ト
認
メ

ラ
ル
ル
」
た
め
、
同
事
業
に
対
し
て
支
給
す
る
こ
と
を
同
年
四
月
一
〇
日
に
決
定

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
事
業
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
申
請
書
の
段
階
で
は

実
際
の
抜
萃
を
行
う
事
業
担
当
者
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
大
谷
が
昭
和
九

（
一
九
三
四
）
年
に
提
出
し
た
一
年
目
の
研
究
報
告
に
よ
れ
ば
、
大
谷
は
昭
和
八

（
一
九
三
三
）
年
五
月
に
助
手
二
名
を
決
定
し
、
分
類
事
項
の
調
査
や
吏
読
の
蒐

集
を
行
う
と
と
も
に
、「
朝
鮮
国
有
ノ
文
書
草
体
並
ニ
吏
読
吏
文
ニ
習
熟
セ
シ
ム

ル
ガ
為
メ
」
に
、「
写
字
生
ヲ
募
集
シ
テ
詮
衡
試
験
ヲ
行
ヒ
」、
二
名
を
採
用
し
て

「
書
体
ニ
習
熟
セ
シ
ム
ル
ガ
為
メ
ニ
、
謄
録
並
ニ
関
係
記
録
ノ
謄
写
ヲ
始
」
め
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
作
業
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
大
谷
自
身
が

「
備
辺
司
謄
録
ハ
浄
書
又
ハ
印
刷
セ
ル
他
ノ
資
料
ト
異
ナ
リ
、
当
時
ノ
官
吏
胥
僚

ガ
日
々
記
入
セ
ル
日
記
ノ
原
史
料
ニ
シ
テ
、
ソ
ノ
研
究
ニ
当
リ
テ
ハ
解
読
浄
書
」

が
必
要
で
あ
る
が
、「
本
文
ハ
悉
ク
独
特
ノ
草
体
ヲ
以
テ
記
サ
レ
タ
ル
上
ニ
、
朝

鮮
独
自
ノ
略
字
ヲ
用
ヰ
、
又
ハ
特
殊
ノ
吏
文
ヲ
使
用
シ
、
多
ク
ノ
吏
道
ト
テマ
マ

俗
語

ヲ
用
ヒ
」
て
い
た
か
ら
、「
コ
レ
ガ
解
読
浄
書
ニ
ハ
朝
鮮
在
来
ノ
胥
吏
、
吏
属
ヲ

以
テ
ス
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
絶
対
ニ
読
了
解
釈
ヲ
エ
ザ
ル
モ
ノ
多
」
く
、「
已
ニ
浄

書
文
又
ハ
印
刷
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
比
シ
テ
、
ソ
ノ
難
易
度
ノ
差
甚
シ
」
く
、「
如

何
ニ
史
学
ニ
通
ヅ
ル
モ
此
ノ
特
殊
ノ
技
能
ヲ
有
ス
ル
旧
官
吏
又
ハ
吏
属
ヲ
シ
テ
解

読
浄
書
セ
シ
ム
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
本
研
究
ハ
絶
対
ニ
不
可
能
ニ
シ
テ
史
料
ト
シ

テ
公
表
ス
ル
コ
ト
能
ワ
ス
、到
底
所
期
ノ
目
的
ニ
近
ク
コ
ト
得
ザ
ル
ベ
シ
」で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
準
備
を
経
て
六
月
か
ら
当
初
の
計
画
に
も
と
づ
い
て
調
査
が
開
始
さ

れ
た
が
、「
予
定
ノ
冊
数
ノ
調
査
ヲ
了
ス
ル
コ
ト
能
ワ
サ
リ
シ
」
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
「
字
句
文
書
書
体
ニ
習
熟
セ
ザ
リ
シ
ト
、
ソ
ノ
準
備
ニ
長
日
ヲ
要
シ
タ
ル
ガ

タ
メ
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
文
書
に
は
大
谷
が
「
写
字
生
採
用
詮
衡
試
験

ニ
使
用
セ
シ
謄
録
承
政
院
日
記

ノ
写
真
並
ビ
ニ
謄
写
用
紙
」
も

含
ま
れ
て
い
る
が
（
図
九
）、
そ

れ
に
よ
る
と
今
日
の
よ
う
な
活

字
で
は
な
く
、
独
自
の
書
体
に

よ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
た
め
大
谷
の

作
業
も
か
な
り
の
困
難
を
伴
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
谷
は
「
所
期
ノ
目
的
ハ
略
々
コ
レ
ヲ
達
成
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
タ
リ
ト
信
ズ
」
と
報
告
書
を
結
ん
で
お
り
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
挙
げ
た

と
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
実
際
に
外
務
省
文
化
事
業
部
に
提
出
さ
れ
た
「
第
二
次
年
度
実
施
成

績
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
二
年
目
の
事
業
は
「
予
定
ノ
計
画
ノ
如
キ
進
捗
ヲ
見
ル
ニ

至
ラ
ザ
リ
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
九
月
以
後
ニ
於
テ
助
手
ノ
一
名
ニ
事
故
ヲ
生

ジ
タ
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
谷
は
「
臨
時
ニ
写
字
生
ヲ
採
用
シ
テ
謄

写
ノ
促
進
ヲ
計
」
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
二
年
度
の
実
施
報
告
で
は
「
所
期
ノ
目
的
ハ
略
コ
レ
ヲ
達
成
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
タ
リ
ト
信
ズ
」
と
報
告
し
て
い
る
。
予
定
通
り
進
行
し
な
け
れ
ば
次
年

度
の
補
助
金
に
も
影
響
す
る
か
ら
で
も
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
す
で

に
解
決
し
た
か
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
が
、
実
状
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

実
際
、「
備
辺
司
謄
録
中
満
蒙
ニ
関
ス
ル
事
項
調
査
抜
萃
事
業
第
三
次
年
度
事

業
計
画
書
」
に
は
、「
既
往
二
ヶ
年
ノ
実
施
ニ
於
テ
、
ソ
ノ
予
定
冊
数
ヲ
終
了
ス

ル
ニ
至
ラ
サ
リ
シ
」
と
述
べ
て
お
り
、
実
際
に
は
予
定
通
り
進
展
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
正
直
に
告
白
し
て
い
る
。
そ
れ
は
既
述
の
よ
う
な
助
手
の
事
故
も
あ
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
そ
の
主
た
る
理
由
は
、
大
谷
自
身
が
「
原
謄
録
ニ

難
解
ノ
文
字
及
字
句
尠
カ
ラ
サ
リ
シ
ニ
ヨ
リ
、
謄
写
ト
ニ
支
障
ヲ
来
セ
ル
コ
ト
多

カ
リ
シ
ニ
依
ル
」
と
吐
露
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
独
特

の
書
体
・
文
体
に
あ
っ
た
。
大
谷
が
い
う
「
特
殊
ノ
技
能
ヲ
有
ス
ル
旧
官
吏
又
ハ

吏
属
」
で
な
け
れ
ば
、「
本
研
究
ハ
絶
対
ニ
不
可
能
」
で
あ
る
『
備
辺
司
謄
録
』

の
調
査
は
、
困
難
を
極
め
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
谷
も
三
年
目

の
計
画
に
お
い
て
は
「
満
蒙
ニ
関
ス
ル
事
項
モ
減
少
シ
、
実
施
ノ
上
ニ
モ
更
ニ
改

善
ヲ
加
ヘ
テ
ソ
ノ
促
進
ヲ
図
」
っ
て
な
ん
と
か
三
年
目
で
事
業
を
完
了
さ
せ
よ
う

と
計
画
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
も
、「
実

施
計
画
」
で
は
わ
ざ
わ
ざ
「
事
業
促
進
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
費
用
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ

臨
時
ニ
助
手
又
ハ
写
字
生
ヲ
増
ス
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
」
と
明
記
し
、
当
初
の
予
定
に

従
い
三
年
で
事
業
が
完
成
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
旨
を
述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
成
果
が
あ
っ
た
の
か
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
一
一
月
に
京
城
帝
大

総
長
・
山
田
三
良
が
外
務
省
文
化
事
業
部
長
岡
田
兼
一
宛
に
提
出
し
た
「
満
蒙
文

化
研
究
事
業
助
成
申
請
ノ
件
」
に
は
、
大
谷
の
事
業
を
「
大
体
完
了
」
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、そ
こ
に
は
「
全
体
ヲ
通
シ
テ
整
理
統
一
ノ
必
要
」
が
あ
る
た
め
「
特

ニ
一
ヶ
年
継
続
延
長
シ
完
成
ヲ
期
」
す
、
と
い
う
大
谷
の
意
見
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
大
谷
は
「
全
体
ヲ
通
シ
テ
整
理
統
一
」
す
る
だ
け
で
な
く
、
目
次
・
索
引
の

作
成
も
計
画
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
事
業
の
一
年
延
長
を
申
請
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
外
務
省
文
化
事
業
部
は
、「
当
文
化
事
業
部
ニ
於
ケ
ル
助
成
費
予
算

ハ
既
ニ
各
事
業
ニ
振
向
ケ
ラ
レ
殆
ト
余
裕
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
最
近
日
支
関
係
ノ

転
換
ニ
伴
ヒ
新
規
要
請
シ
来
レ
ル
案
件
多
数
ニ
達
セ
ル
実
情
」
の
た
め
、
事
業
の

継
続
延
長
は
認
め
ら
れ
ず
、
同
事
業
は
こ
れ
で
完
結
す
る
旨
を
大
谷
に
伝
え
て
欲

し
い
、
と
い
う
文
書
を
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
一
一
月
三
〇
日
に
京
城
帝

国
大
総
長
・
山
田
三
良
宛
て
に
発
送
し
て
い
る
。こ
こ
で
い
う「
日
支
関
係
ノ
転
換
」

と
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
述
し
た
他
の

事
業
が
継
続
し
て
い
る
の
に
、
大
谷
の
事
業
の
み
が
延
長
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
理
由
は
不
詳
だ
が
、
同
事
業
が
あ
ま
り
に
も
困
難
で
あ

り
、
所
期
の
成
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
困
難
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
や
、
大
谷
が
予

算
削
減
に
対
し
て
不
平
を
述
べ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
あ
る
い
は
関
係
す
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

一
七
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い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
に
よ
っ
て
大
谷
の
『
備
辺
司
謄
録
』
に
み
え
る
満
蒙
関

係
記
事
抄
録
作
業
は
終
了
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
、
大
谷
が
計
画
し
て

い
た
目
次
・
索
引
の
作
成
も
結
局
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
皇
明
実
録
』・

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
の
満
蒙
関
係
記
事
抄
録
も
戦
争
の
激
化
な
ど
に
よ
っ
て
刊
行

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
大
谷
の
こ
の
事
業
の
成
果
も
発
行
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
大
谷
の
所
属
し
た
京
城
帝
国
大
学
そ
の
も
の

が
、
日
本
の
降
伏
、
植
民
地
朝
鮮
の
解
放
に
よ
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

こ
の
事
業
は
戦
後
継
続
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
や
が
て
そ
の
事
業
自
体
に
対
す
る

関
心
も
薄
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

結
語

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

の
関
係
文
書
に
も
と
づ
い
て
、
主
と
し
て
満
洲
国
建
国
を
契
機
と
し
て
、
積
極
的

に
考
究
さ
れ
て
き
た
戦
前
日
本
の
満
洲
史
研
究
の
一
端
を
解
明
し
て
き
た
。
こ
れ

ら
外
務
省
文
化
事
業
部
の
支
援
を
受
け
た
研
究
は
、
そ
の
事
業
に
参
加
し
た
若
い

研
究
者
の
研
究
方
向
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
国
家
的
要
請
の
も
と
研
究
を
続

け
た
東
京
帝
国
大
学
の
旗
田
巍
・
三
上
次
男
や
京
都
帝
国
大
学
の
秋
定
（
田
村
）

實
造
・
三
田
村
泰
助
・
今
西
春
秋
・
外
山
軍
治
な
ど
は
そ
の
後
も
満
洲
史
、
さ
ら

に
は
そ
れ
と
も
関
連
す
る
満
鮮
史
・
朝
鮮
史
な
ど
の
研
究
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
こ
の
時
の
事
業
計
画
は
、
彼
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
は

日
本
の
東
洋
史
研
究
の
一
つ
の
画
期
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
外
務
省
文
化
事
業
の
支
援
を
受
け
た
研
究
は
、
実
は
こ
こ
で
取
り
上

げ
た
も
の
以
外
に
も
存
在
す
る
。
今
回
は
そ
れ
ら
す
べ
て
を
取
り
上
げ
、
検
討
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
論
及
し
た
も
の
以
外
の
研
究
も
戦
前
日
本
の
研
究

の
実
態
や
そ
れ
の
批
判
的
再
検
討
を
行
う
上
で
、
決
し
て
軽
視
で
き
な
い
も
の
も

少
な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、ま
ず
は
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
そ
れ
ら
研
究
の
目
的
・

実
態
な
ど
を
一
つ
一
つ
詳
細
に
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
向
後
も
必
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
て
ひ
と
ま
ず
擱
筆
す
る
こ
と
に
す
る
。

註
（1）
関
野
貞
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
京
都
木
曜
ク
ラ
ブ
［
二
〇
〇
一
］
が

「
関
野
貞
と
朝
鮮
古
蹟
調
査
」
と
題
す
る
特
集
を
編
み
、
諸
論
考
を
収

載
す
る
。
ま
た
鳥
居
龍
蔵
に
つ
い
て
も
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
館

［
二
〇
一
三
・
二
〇
一
五
・
二
〇
一
七
］
な
ど
が
鳥
居
龍
蔵
の
研
究
に
つ
い
て

の
諸
論
考
を
掲
載
し
、
そ
の
研
究
の
意
義
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。 

（2）
例
え
ば
東
洋
史
学
の
泰
斗
・
白
鳥
庫
吉
に
つ
い
て
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
中

見
［
一
九
九
二
］
が
二
〇
世
紀
初
頭
の
白
鳥
の
朝
鮮
で
の
史
料
収
集
過
程
の

一
端
を
言
及
す
る
の
み
で
あ
る
。

（3）
白
鳥
庫
吉
が
後
藤
新
平
に
満
洲
史
研
究
の
重
要
性
を
力
説
し
、
満
鉄
に

歴
史
調
査
部
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
な
経
緯
は
井
上

［
二
〇
一
三
］
を
参
照
。

（4）
日
満
文
化
協
会
の
設
立
、活
動
な
ど
に
つ
い
て
は
岡
村［
一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇

a
・
二
〇
〇
〇b

・
二
〇
〇
一
］
が
詳
細
に
論
じ
て
お
り
、
参
考
と
な
る
。

（5）
「
対
満
文
化
事
業
審
査
委
員
会
」の
創
設
事
情
に
つ
い
て
も
岡
村［
二
〇
〇
〇

b

］
が
詳
述
し
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（6）
井
上
［
二
〇
一
三
］
は
池
内
［
一
九
四
二
］
な
ど
を
利
用
し
て
『
明
実
録
』・
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『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
所
載
満
洲
・
蒙
古
関
係
記
事
抄
出
・
編
纂
過
程
に
つ
い

て
概
観
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
な
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
明
記
さ

れ
て
い
な
い
た
め
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。な
お
、塚
瀬［
二
〇
一
一
］

も
こ
う
し
た
研
究
を
概
観
す
る
が
、
必
ず
し
も
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

（7）
同
文
書
に
は
秋
定
・
若
城
・
外
山
・
小
川
の
履
歴
書
も
含
ま
れ
て
お
り
、秋
定
・

若
城
が
当
時
、
京
大
院
生
で
、
小
川
・
外
山
が
東
洋
史
学
科
を
卒
業
し
、
大

学
院
入
学
前
で
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、「
女
真

民
族
史
研
究
事
業
助
成
」
に
は
今
西
春
秋
に
も
手
当
・
賞
与
が
支
給
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
今
西
春
秋
も
こ
の
事
業
に
補
助
的
に
参
加
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
た
だ
し
、
今
西
は
こ
れ
ら
研
究
事
業
に
関
す
る
経
過
報
告
書
を
提
出
し

て
い
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
も
補
助
的
な
立
場
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
外
山
［
一
九
六
七
］
も
今
西
が
満
蒙
文
化
事
業
に
参
加
し
て
い

た
と
明
言
し
て
い
る
。

（8）
契
丹
・
女
真
民
族
研
究
い
ず
れ
の
場
合
も
同
日
に
申
請
し
て
い
る
。

（9）
「
対
満
文
化
事
業
ニ
関
シ
事
務
進
捗
振
照
会
ノ
件　

昭
和
九
年
二
月
」（
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドB05015213500
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